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収
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５
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；
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Ｈ
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ま
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ミ
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一
；
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亀
勺
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ま
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・
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８
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き
；
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婁
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．
お
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
瀬
武
三
郎

　
国
際
経
済
政
策
と
国
際
収
支
の
密
接
な
る
関
連
が
近
時
明
か
に
せ
ら

れ
る
と
と
も
に
、
国
際
経
済
研
究
の
場
に
於
て
国
際
収
支
の
問
題
が
占

め
る
比
重
が
漸
次
増
大
し
て
来
た
事
は
極
め
て
当
然
で
あ
る
、
一
Ｊ
．

Ｅ
一
ミ
ー
ド
の
近
著
「
国
際
収
支
論
」
は
こ
の
分
野
に
於
け
る
こ
れ
ま

で
の
諦
学
究
の
集
大
成
の
上
に
立
ち
、
且
又
著
者
自
身
の
二
年
間
に
亙

る
研
究
の
一
大
成
果
で
あ
り
、
先
に
発
表
し
た
匡
、
昌
一
目
す
ｑ
、
。
包
匡
一
。

寄
｝
８
旨
８
巨
邑
］
・
冒
、
，
ヨ
き
Ｈ
き
Ｏ
昌
－
あ
９
邑
一
げ
け
○
Ｃ
○
；
二
；
Ｈ
乏
Ｏ
Ｃ
の
四

主
要
問
題
を
国
際
収
支
の
間
題
か
ら
更
に
深
く
堀
り
下
げ
た
も
の
で
あ

る
と
忍
わ
れ
る
。
全
六
部
三
十
一
章
に
及
、
か
本
書
を
限
ら
れ
た
紙
数
で

紹
介
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
か
ら
以
下
順
を
追
っ
て
重
点
的
に
述
べ
た

い
、
、

　
　
Ｊ
・
Ｅ
・
ミ
ー
ド
・
国
際
収
支
論
（
村
瀬
）

　
　
　
　
　
　
　
’

　
国
際
経
済
政
策
の
基
本
的
諸
問
題
の
一
つ
、
一
、
収
支
差
額
が
継
続
的

に
順
又
は
逆
に
あ
る
国
を
対
外
的
均
衡
に
齎
ら
す
有
効
な
手
段
を
見
出

す
事
に
あ
る
。
こ
の
問
題
は
国
内
に
於
げ
る
完
全
雇
傭
と
密
接
に
結
び

つ
い
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
巻
は
国
際
収
支
差
額
を
動
か
す
手
段
が

「
順
」
叉
は
「
逆
」
の
国
々
の
経
済
活
動
水
準
に
及
ぼ
す
作
用
と
、
完

全
雇
傭
の
達
成
と
維
持
の
た
め
に
適
用
さ
れ
る
国
家
的
諸
手
段
が
国
際

収
支
に
及
ぼ
す
作
用
の
検
討
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
ミ
ー
ド
は
こ
の
検
討
に
先
立
ち
、
従
来
慶
昧
に
使
用
さ
れ
て
い
る
国

際
収
支
差
額
共
他
を
定
義
す
る
。
前
著
、
、
一
。
一
、
一
、
｛
巨
。
二
、
、
目
、
、
＝
一
、
。

■
８
；
邑
・
昌
巳
盲
。
・
冒
｛
三
身
、
、
Ｈ
簑
べ
で
彼
が
使
用
し
た
貿
易
差

額
、
経
常
勘
定
に
於
け
る
国
際
収
支
差
額
及
び
国
際
収
支
差
額
と
区
分

せ
ず
、
本
書
で
は
国
際
収
支
差
額
は
、
自
治
的
貿
易
と
自
治
的
ト
ラ
ソ

ス
フ
ア
の
差
額
の
和
で
あ
り
、
こ
れ
よ
外
国
調
整
の
差
額
に
よ
っ
て
相

殺
さ
れ
る
も
の
と
し
て
定
義
し
イ
、
い
る
、
，
即
ち
前
著
で
ユ
商
品
貿
易
は

貿
易
差
額
の
項
目
に
算
入
さ
れ
、
本
書
で
は
商
品
貿
易
は
自
治
的

（
巨
５
昌
昌
・
冒
）
輪
出
入
と
調
整
的
（
＞
；
一
；
旨
一
、
｛
、
二
、
、
ぴ
・
）
輸
出
入
と

に
分
れ
、
前
者
の
み
が
自
治
的
貿
易
差
額
に
入
り
、
後
者
は
外
国
調
整

の
差
額
に
算
入
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
相
異
は
単
に
定
義
の
精
密
化
か

ら
由
来
す
る
も
の
で
は
な
し
に
、
政
策
へ
の
適
用
と
い
う
目
的
か
ら
生

じ
た
も
の
、
だ
と
考
え
ら
れ
る
、
、
従
っ
て
国
際
収
麦
が
均
衡
に
あ
る
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
（
二
四
九
）
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国
内
経
済
を
圧
迫
す
る
事
な
・
＼
自
治
的
貿
易
差
額
と
自
治
的
ト
ラ
ソ

ス
フ
ア
ー
差
額
が
均
衡
に
あ
る
事
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
国
内
経
済
、

国
際
収
麦
に
影
響
を
与
え
る
諸
麗
乱
の
性
質
を
考
察
す
る
に
際
し
て
、

彼
は
先
づ
中
立
経
済
（
る
葦
・
二
｛
・
；
…
ｋ
）
の
制
度
を
設
定
Ｌ
、
其

処
で
は
　
ｏ
ｏ
　
不
変
の
財
務
政
策
似
　
不
変
の
貨
幣
政
策
剛
　
不

変
の
貨
幣
賃
銀
相
場
　
倒
　
不
変
の
為
替
相
場
　
働
　
不
変
の
商
業
政

策
等
の
五
個
の
仮
定
が
な
さ
れ
て
い
る
、
、

　
こ
の
中
立
経
済
に
影
響
を
与
え
る
自
発
的
変
化
は
第
一
に
当
該
二
国

の
一
方
“
於
げ
る
国
内
支
出
の
白
発
的
増
加
乃
至
減
少
で
あ
る
。
こ
の

自
発
的
変
化
は
若
干
の
タ
イ
ム
ニ
フ
グ
を
も
っ
て
誘
発
的
変
化
を
惹
起

せ
し
め
る
。
こ
の
問
の
過
程
に
於
て
ミ
ー
ド
は
加
速
度
原
則
、
国
内
漏

出
並
び
に
外
国
漏
出
と
呼
ぱ
れ
る
隈
界
輸
入
性
向
芙
他
を
検
討
し
て
い

る
が
、
紙
面
の
都
合
上
割
愛
す
る
、
、
次
ぎ
に
当
該
二
国
に
於
け
る
相
対

的
価
格
変
化
の
貿
易
差
額
に
及
ぼ
す
効
果
は
、
両
国
に
於
け
る
需
要
の

弾
力
性
に
依
存
す
る
。
従
っ
て
国
内
支
出
の
白
発
的
変
化
の
所
得
効
果

と
仙
格
効
果
が
併
せ
考
え
ら
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
諸
効
果
を

考
察
し
た
後
更
に
　
ｍ
　
Ａ
国
に
於
げ
る
生
産
力
の
白
発
的
変
化
、
似

Ｂ
国
財
か
ら
Ａ
国
財
え
の
需
要
の
自
発
的
移
動
閉
　
Ａ
国
か
ら
Ｈ
国

え
の
外
囚
ト
ラ
ソ
ス
フ
ア
ー
の
自
発
的
増
加
　
岬
　
Ａ
旧
か
ら
Ｒ
旧
え

の
賠
償
支
払
　
伺
　
Ａ
■
に
於
け
る
新
投
汽
機
会
　
灼
　
Ａ
固
に
於
け

る
関
税
の
附
課
等
の
他
の
白
発
的
諦
変
化
の
中
立
経
済
に
及
ぼ
す
影
響

一
．
二

（
二
五
〇
）

を
考
察
し
て
い
る
、
、

　
　
　
　
　
　
　
二

　
次
ぎ
に
種
カ
な
る
自
発
的
彊
乱
が
中
立
経
済
に
及
ぼ
し
た
対
内
的

（
例
え
ぱ
雇
傭
上
の
）
影
響
と
対
外
的
（
例
え
ぱ
国
際
収
支
上
の
）
影

響
を
一
国
政
府
が
姑
何
に
し
て
、
財
政
々
策
を
以
て
排
除
し
う
る
か
を

検
討
す
る
、
一
従
っ
て
中
立
経
済
で
な
さ
れ
た
最
初
の
三
条
件
は
修
正
さ

れ
る
事
と
な
る
。
即
ち
財
務
政
策
と
い
三
言
葉
で
税
率
の
変
化
叉
は
政

府
支
出
額
の
変
化
を
現
わ
し
、
貨
幣
政
策
で
資
本
の
借
入
を
難
易
に
す

る
貨
幣
の
供
給
制
隈
或
わ
追
加
供
給
等
を
通
じ
て
銀
行
制
度
に
よ
り
齎

ら
さ
れ
る
諸
変
化
　
　
簡
単
に
利
子
率
の
変
化
と
乎
ぱ
れ
る
も
の

を
考
察
し
、
こ
の
財
務
政
策
と
貨
幣
政
策
の
双
方
を
包
含
し
た
も
の
と

し
て
一
般
的
な
財
政
々
策
と
い
う
言
葉
で
呼
ぶ
事
に
す
る
。

　
今
ｏ
Ｕ
順
調
国
、
逆
調
国
共
に
国
異
所
得
低
く
世
界
的
不
況
の
場

　
　
　
合
。

　
似
　
順
調
国
の
所
得
低
く
、
逆
調
国
の
所
得
高
い
場
合
。

　
剛
　
順
調
国
の
所
得
高
く
、
逆
調
国
は
低
い
場
合
。

　
↑
り
　
順
調
国
、
逆
調
国
共
に
国
民
所
得
高
く
世
界
的
に
好
況
の
場
合
こ

　
に
執
ら
れ
る
べ
ぎ
財
政
々
策
を
考
え
る
に
、
ｏ
ｏ
の
場
合
は
固
内
支
出

の
増
大
に
指
導
権
を
と
る
事
∴
順
調
旧
の
義
務
で
ム
る
、
蓋
し
こ
れ
は

白
閑
の
岡
内
不
況
を
救
う
の
み
な
ら
ず
国
際
ぺ
支
の
均
擬
を
回
復
せ
Ｌ

め
、
逆
調
国
の
経
済
活
動
を
刺
戟
す
る
か
ら
で
お
る
。
側
の
場
合
ユ
明

つ
　
一



　
か
に
逆
調
国
当
局
は
両
国
の
商
品
に
対
す
る
超
過
需
要
を
制
限
し
、
叉

　
国
際
収
支
の
均
衡
を
回
復
す
る
た
め
に
国
内
支
出
を
減
少
す
べ
き
で
あ

．
る
、
。
似
の
場
合
は
順
調
国
は
国
内
支
出
の
増
大
を
要
求
す
る
不
況
が
あ

　
り
、
逆
調
国
は
国
内
支
出
の
減
少
を
要
す
る
過
度
に
高
い
所
得
を
持
つ
。

従
て
こ
の
状
態
で
は
何
れ
の
国
も
自
国
の
対
内
的
、
対
外
的
均
衡
回
復

　
の
為
め
の
財
政
諸
政
策
間
の
対
立
に
直
面
し
て
い
な
い
。
最
後
の
第
倒

　
の
型
の
不
均
衡
が
最
も
処
理
し
難
い
場
合
で
お
る
。
順
調
国
の
国
民
所

　
得
は
高
す
ぎ
、
逆
調
国
の
所
得
は
低
い
か
ら
、
両
国
が
共
に
対
内
的
均

　
衡
の
た
め
の
政
策
を
打
出
す
時
は
、
順
調
国
は
デ
フ
レ
政
策
に
よ
り
輸

　
入
を
抑
制
し
、
逆
調
国
は
イ
ソ
フ
レ
政
策
を
執
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
輸

　
入
は
増
大
す
る
。
従
っ
て
国
際
収
支
の
問
題
は
益
々
増
大
す
る
。
こ
の

　
状
態
が
継
続
す
る
た
め
に
ば
順
調
国
か
ら
逆
調
国
え
可
成
り
の
調
整
的

　
財
政
の
永
久
的
な
流
動
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
以
上
の
分
析
で
明
に
な
っ
た
如
く
麗
乱
の
及
ぽ
し
た
諸
影
響
を
除
去

　
す
る
た
め
に
と
ら
れ
る
べ
き
財
政
々
策
は
、
対
内
的
均
衡
と
対
外
的
均

　
衡
と
の
両
見
地
か
ら
両
立
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
反
面
対
立
す
る

　
場
合
も
し
ぱ
し
ぱ
存
在
す
る
。
か
く
て
ミ
ー
ド
は
財
政
々
策
の
検
討
に

　
引
続
い
て
価
格
の
一
般
水
準
の
変
化
が
対
内
的
対
外
的
均
衡
に
与
え
る

　
影
響
を
考
察
す
る
。
こ
れ
が
た
め
に
彼
は
中
立
経
済
で
の
仮
定
の
う
ち
．

　
不
変
の
貨
幣
賃
銀
相
場
及
び
不
変
の
為
替
相
場
と
い
う
二
個
の
仮
定
を

　
修
正
す
る
。
こ
の
分
析
に
際
し
て
も
既
述
の
四
個
の
場
合
が
想
定
せ
ら

　
　
　
　
Ｊ
・
Ｅ
・
ミ
ー
ド
・
国
際
収
麦
諭
（
村
瀬
）

れ
る
。

　
０
Ｄ
の
場
合
ユ
世
界
的
規
模
で
の
不
況
の
場
合
で
あ
る
。
逆
調
国
は
通

貨
を
切
下
げ
る
か
、
貨
幣
賃
金
相
場
を
下
落
さ
せ
る
。
こ
れ
は
価
格
の

下
落
を
通
じ
て
逆
調
国
の
貿
易
差
額
を
有
利
に
し
、
需
要
の
総
水
準
を

回
復
す
る
に
役
立
ち
逆
調
国
の
見
地
か
ら
大
い
に
推
賞
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
然
し
順
調
国
の
不
況
を
強
化
し
、
労
働
需
要
を
更
に
減
少
せ
し

め
る
の
で
順
調
国
政
府
が
対
内
均
衡
を
必
要
と
す
る
限
り
対
抗
的
手
段

の
必
要
に
迫
ら
れ
る
。
ゆ
の
場
合
は
反
対
に
両
国
は
好
景
気
で
デ
フ
レ

を
必
要
と
す
る
場
合
で
あ
る
、
、
順
調
国
で
の
貨
幣
賃
銀
相
場
の
上
昇
、

叉
は
逆
調
国
貨
幣
表
示
で
の
自
国
通
貨
の
騰
賛
を
行
い
順
調
国
製
品
に

対
す
る
需
要
の
減
少
を
通
じ
て
国
際
収
支
の
回
復
を
助
げ
る
と
同
時
に

対
内
均
衡
を
回
復
す
る
。
然
し
こ
の
場
合
は
逆
調
国
の
イ
ソ
フ
レ
的
過

程
を
刺
戟
す
る
。
逆
調
国
が
価
格
を
上
昇
畦
し
め
た
時
に
は
対
内
均
衡

を
回
復
し
う
る
が
順
調
国
に
「
イ
ソ
フ
レ
的
過
程
」
を
輸
出
す
る
事
に

な
る
の
み
な
ら
ず
国
際
収
支
を
悪
化
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。
似
は
価
格

調
整
が
考
察
さ
れ
る
隈
り
、
対
内
的
均
衡
と
対
外
的
均
衡
と
が
最
も
鋭

く
対
立
し
て
い
る
場
合
で
お
る
。
順
調
因
の
貨
幣
賃
銀
相
場
の
上
昇
叉

は
逆
調
国
で
の
そ
の
下
落
或
い
わ
通
貨
の
切
下
げ
が
対
外
的
均
衡
の
た

め
に
要
求
さ
れ
る
が
、
対
内
的
均
衡
の
た
め
に
は
明
か
に
そ
の
反
対
が

要
求
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
剛
は
仙
格
調
整
に
と
り
全
く
対
立
の
な
い

場
合
で
あ
る
、
順
調
国
は
国
内
活
況
に
悩
み
逆
調
国
は
不
況
に
悩
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ニ
ニ
（
二
五
一
）
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い
る
か
ら
、
順
調
国
か
ら
逆
調
国
え
の
需
要
の
推
移
は
国
際
収
支
を
回

復
せ
し
め
る
の
み
な
ら
ず
、
両
国
の
対
内
均
衡
を
も
回
復
せ
し
め
る
。

こ
の
剛
の
場
合
は
財
政
々
策
を
以
て
し
て
は
最
も
困
難
な
場
合
で
あ
っ

た
。
こ
の
事
は
財
政
々
策
と
価
格
調
整
と
の
結
合
が
、
凡
ゆ
る
状
況
下

に
於
て
満
足
な
結
果
を
与
え
る
事
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て

か
か
る
見
地
か
ら
、
ミ
ー
ド
は
財
政
々
策
及
び
価
格
調
整
政
策
の
た
め

の
規
準
の
合
一
を
表
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
対
内
的
均
衡
の
た
め
に

合の準基の為の策政整調格価び及策
女
政財

の
を
わ

個
合
ら

）
１
（

四
場
あ
す

）
２
（

）
８
（

）
４
（

国
内
の
め
）
．
調
対
衡
　
・

－

’

’

－

逆
の
均
た
（

１
Ｄ

Ｄ

■
Ｄ

Ｄ

…

１

■
ｉ

国
内
の
め
一
）

鰯
鳩
た
亙

十

十１

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

均
１
だ
＝
に
一
）
一

■

■

外
の
　
一
・
一
対
衡
伽
▲
島
甘

十

’

凸
’

十

－

－

’

！
Ｄ

Ｓ
）
ｒ

Ｓ
■
Ｄ

Ｓ

Ｄ

■

－
１

低

高

低

高

民
国
一
）
　
調
ａ
国
辰
（
一

低

高

）－６少減）十６大増の出支内国
るけ於に国調胴

」
わ
）
ら
」
九

あ
６
わ

で
　
ら

）
落
あ
一
下
ｃ

Ｄ
）
。

（
十
）

プ
３
」

十
（
Ｄ

Ｄ
塀
パ

灯
り
れ
費
耐

そ
産
（

る
片
を

け
幣
れ

於
貨
そ

に
の
の

国
国
国

調
調
調

逆
順
逆

は
財
政
々
策
を
対
外
的
均
衡
の
た
め
に
は
価
格
調
整
政
策
を
洞
用
す
る

方
法
と
、
そ
の
逆
に
利
用
す
る
方
法
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
が
、
仙
格

調
整
政
策
に
よ
っ
一
、
対
外
的
均
衡
を
維
持
す
る
場
合
の
検
討
と
し
て
可

変
的
為
替
相
場
を
通
じ
て
国
際
収
支
の
均
衡
を
保
持
す
る
場
合
を
採
り

一
ｔ

．
一

沽
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
（
二
五
二
）

上
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
際
し
て
彼
は
囲
知
尋
轟
１
１
囲
冴
料
氏
十
蝿
細
嚇

騒
と
し
て
分
析
を
展
開
し
て
い
る
。
ハ
ロ
ッ
ド
に
あ
っ
て
は
活
動
刺
戟

要
因
と
し
て
輪
出
量
が
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
ミ
ー
ド
は
ハ
ー
バ
ラ
ー

と
同
じ
く
貿
易
差
額
を
重
祝
し
て
い
る
訳
で
あ
る
。
次
ぎ
に
価
格
調
整

政
策
に
よ
っ
て
対
内
的
均
衡
を
維
持
す
る
場
合
の
検
討
と
し
て
、
彼
は

賃
銀
の
可
擦
性
に
よ
る
対
内
的
均
衡
の
維
持
を
採
上
げ
て
い
る
。
更
に

彼
は
価
格
調
整
政
策
が
行
わ
れ
る
基
盤
と
し
て
の
金
本
位
制
度
と
可
変

為
替
レ
ー
ト
の
場
合
の
類
似
点
と
相
異
点
を
考
察
Ｌ
、
効
果
的
な
価
格

調
整
の
た
め
の
必
要
条
件
を
検
討
す
る
。
そ
れ
ら
は
第
一
に
実
質
賃
銀

相
場
の
可
擦
性
で
あ
り
、
第
二
に
順
逆
両
国
間
に
於
け
る
価
格
調
整
の

分
担
で
あ
り
、
第
三
に
国
際
的
支
払
手
段
の
保
有
、
第
四
に
自
由
的
な

通
商
政
策
、
最
後
に
固
定
的
な
莫
大
な
負
債
の
欠
如
等
で
あ
る
と
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
三

　
以
上
の
如
き
財
政
々
策
、
仙
格
調
整
政
策
の
展
開
に
引
続
き
、
ミ
ー

ド
は
次
い
で
国
際
収
支
に
於
け
る
或
る
特
殊
な
諾
要
素
を
統
制
す
る
事

を
目
的
と
す
る
諦
政
策
の
検
討
に
入
る
。
か
二
る
直
接
的
統
制
は
彼
に

従
え
ば
行
政
的
計
阿
か
ら
Ｌ
て
「
貨
幣
統
制
」
「
財
務
統
制
」
「
通
商
統

制
」
等
の
財
政
諦
統
制
に
分
け
ら
れ
る
。
貨
幣
統
制
は
為
替
統
制
と
複

数
為
替
レ
ー
ト
を
含
み
、
財
務
統
制
は
総
て
の
租
税
と
国
際
収
支
の
特

殊
項
目
に
対
す
る
奨
励
金
政
策
に
よ
る
統
制
か
ら
成
立
ち
、
既
述
の
貨



幣
統
制
と
同
一
の
経
済
的
結
果
を
得
る
た
め
の
異
っ
た
行
政
的
方
策
で

あ
る
、
最
後
に
商
業
的
統
制
と
ぽ
一
国
の
輸
入
品
叉
は
愉
出
品
の
移
動

に
影
響
を
与
え
る
方
法
と
し
て
の
質
的
規
制
と
国
家
の
貿
易
独
占
の
利

用
を
含
む
行
政
的
方
策
で
あ
る
。
商
業
的
統
制
に
お
っ
て
も
輸
入
量
叉

は
輪
入
価
格
の
増
大
に
つ
れ
漸
次
高
率
関
税
を
課
す
る
時
に
は
量
的
輸

入
制
限
と
同
一
の
結
果
を
得
る
事
が
可
能
で
あ
り
、
更
に
叉
国
家
の
貿

易
独
占
の
場
合
に
お
っ
て
は
制
限
量
の
輸
入
或
わ
輸
出
許
可
書
の
発
行

を
通
じ
て
量
的
制
隈
で
得
ら
れ
た
と
同
一
結
果
を
得
る
事
本
出
来
る
。

ミ
ー
ド
は
更
に
資
本
移
動
の
統
制
と
し
て
短
期
資
本
、
長
期
資
本
の
統

制
を
分
析
し
、
愉
入
品
及
び
輪
出
品
の
統
制
と
し
て
国
際
収
支
上
順
、
逆

両
国
が
夫
々
執
る
べ
き
態
度
に
つ
い
て
検
討
し
た
後
此
等
の
直
接
的
統

制
と
財
政
々
策
と
を
比
較
し
て
い
る
。
前
者
は
国
際
収
支
の
一
項
目
に

つ
い
て
の
直
接
的
干
渉
で
あ
り
、
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
考
慮
を
払
う
事

の
な
い
量
的
統
制
で
あ
る
に
反
し
て
、
後
者
は
一
般
的
経
済
状
態
の
影

響
を
通
じ
て
の
干
渉
で
あ
り
直
接
的
に
作
用
す
る
事
が
少
な
く
、
相
対

的
貨
幣
価
値
及
び
貨
幣
所
得
上
の
影
響
を
も
つ
と
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
直
接
的
統
制
か
仙
格
調
整
か
の
決
定
は
、
単
に
岡
際
収

交
に
影
粋
を
及
ぼ
す
技
術
的
効
用
の
基
盤
で
の
み
行
く
事
は
出
来
な
い
一

こ
れ
は
少
く
と
も
　
…
　
此
等
が
旧
際
収
支
に
及
ぼ
す
影
辮
似
　
種

々
な
ろ
困
家
に
分
配
さ
れ
る
総
実
質
所
得
額
に
及
ぼ
す
影
響
　
四
　
所

与
量
の
実
質
所
得
の
分
配
に
対
す
る
影
響
の
三
個
の
観
点
が
最
後
的
決

　
　
　
Ｊ
・
Ｅ
・
、
ミ
ー
ド
・
国
際
収
交
諭
（
村
瀬
）

定
に
先
立
っ
で
、
検
討
せ
ら
れ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
直
接
的
統
制
か
価

格
調
整
か
の
決
定
に
１
際
し
て
、
最
も
重
要
な
考
察
は
輸
入
品
に
対
す
る

需
要
の
弾
力
性
の
大
ぎ
さ
で
あ
る
。
こ
の
決
定
は
統
計
的
、
実
際
的
研

究
を
必
要
と
す
る
が
二
個
の
条
件
に
可
成
り
依
存
Ｌ
て
い
る
。
そ
の
一

は
国
際
通
商
上
に
多
数
の
障
壁
が
無
い
事
で
あ
り
、
他
は
価
格
調
整
に

と
っ
て
充
分
な
だ
げ
の
時
問
が
存
在
す
る
事
で
お
る
。
今
逆
調
国
が
対

外
的
均
衡
同
復
の
た
め
の
仙
格
調
整
に
必
要
な
時
間
と
資
金
等
を
有
し

な
い
時
は
輸
入
の
一
時
的
制
隈
乃
至
直
接
的
統
制
の
使
用
は
避
け
難
い

が
、
然
し
若
し
通
繭
障
壁
な
く
、
経
済
状
態
の
急
変
を
避
げ
得
る
事
が

可
能
で
あ
る
場
合
は
如
何
な
る
場
合
で
も
仙
格
調
整
が
対
外
的
均
衡
維

持
の
た
め
の
完
全
な
要
目
パ
と
な
り
得
る
。
か
二
る
見
地
か
ら
、
ミ
ー
ド

は
仙
格
調
整
を
主
張
し
、
こ
れ
を
十
二
分
に
活
用
す
べ
く
国
際
的
な
経

済
協
力
が
行
わ
れ
、
諾
国
家
が
中
央
的
な
超
国
家
的
決
定
に
従
っ
て
進

む
事
の
利
益
で
あ
る
事
を
強
調
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
四

　
現
実
の
世
界
市
場
に
於
て
は
大
小
様
々
の
同
家
が
多
数
存
在
す
る
。

従
っ
て
、
・
・
ー
ド
は
最
後
の
第
六
部
に
於
て
は
二
同
世
界
の
仮
定
を
現
実

世
界
に
拡
大
適
用
せ
ん
と
す
る
。
今
や
同
際
収
支
の
均
衡
は
二
国
間
で

の
均
衡
で
な
く
、
各
国
の
収
支
は
組
合
さ
り
、
凡
ゆ
る
外
国
と
の
関
係

が
考
察
さ
れ
る
隈
り
に
於
一
、
均
衡
に
齎
ら
さ
れ
得
る
の
で
お
っ
て
、
夫

々
の
国
の
関
係
が
考
察
さ
れ
て
均
衡
に
お
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
（
二
五
三
）
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際
収
支
の
不
均
衡
を
多
辺
的
に
解
決
す
る
た
め
に
は
、
差
別
待
遇
の
間

題
が
生
じ
て
来
る
、
、

　
差
別
待
遇
は
世
界
の
総
貿
易
量
を
最
少
隈
度
に
減
少
す
る
事
を
許
容

し
て
同
際
収
支
の
均
衡
を
同
復
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
最

少
限
減
少
の
原
則
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
見
地
か
ら
す
れ

ぱ
差
別
待
遇
は
無
差
別
待
遇
よ
り
修
正
自
由
貿
易
状
態
！
１
世
界
の
実

質
所
得
を
最
大
な
ら
し
め
る
た
め
に
要
求
さ
れ
る
干
渉
を
通
じ
て
到
達

さ
れ
る
状
態
を
ミ
ー
ト
は
か
く
呼
ん
で
い
る
　
　
に
近
い
と
い
う
事
が

一
見
し
て
考
え
ら
れ
る
。
乍
併
深
く
洞
察
す
る
時
差
別
的
輸
入
制
限
の

制
度
は
極
端
な
場
合
で
す
ら
経
済
的
厚
生
が
よ
り
大
で
あ
る
と
い
う
事

ぱ
確
言
で
ぎ
な
い
。
蓋
し
差
別
待
遇
下
の
低
い
輸
入
税
は
高
い
無
差
別

待
遇
下
で
の
輪
入
税
よ
り
経
済
的
厚
生
を
害
う
事
が
多
く
、
こ
れ
は
順

調
国
よ
り
の
輸
入
制
限
の
た
め
差
別
待
遇
を
行
う
際
に
見
ら
れ
る
。
こ

の
際
同
際
収
支
は
同
復
し
て
も
、
そ
の
貿
易
が
重
要
項
目
に
属
す
ろ
時

は
経
済
的
厚
生
は
小
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
次
に
彼
は

対
外
的
不
均
衡
同
復
手
段
と
し
て
為
替
レ
ー
ト
調
整
と
差
別
的
輸
入
制

限
の
欄
度
と
無
差
別
愉
入
捌
限
の
制
度
の
効
果
を
比
較
し
た
の
ち
、
経

済
的
厚
生
の
見
地
か
ら
為
替
レ
ー
ト
の
調
整
制
度
が
一
般
に
最
良
原
則

で
お
る
と
し
、
、
ミ
ー
ド
は
本
巻
を
閉
ず
る
に
当
っ
て
、
対
外
的
均
衡
獲

得
の
た
め
の
貨
幣
及
び
仙
格
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
の
有
効
た
値
用
の
条
件
は
広

範
＾
つ
困
難
征
も
の
で
お
る
が
、
然
し
そ
れ
ら
の
条
件
の
獲
得
よ
努
力

メ
董
ぷ
　
蔦
、

華
、
｝
モ
“
角
■
｛
宜
．

り
｛
、

一
考
雫
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葦
３
～
・
　
　
　
　
　
　
　
，
、
、
州
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
（
二
五
四
）

に
価
す
る
も
の
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。

　
、
・
丁
ド
の
以
上
の
見
解
は
世
界
的
不
況
と
現
下
の
日
本
の
貿
易
を
顧

る
時
、
多
く
の
示
唆
を
我
々
に
与
え
る
。
此
処
に
本
書
の
現
代
的
意
義

が
見
出
さ
れ
る
。
然
し
そ
の
反
面
二
一
二
の
根
本
的
な
疑
義
と
批
判
さ
れ

る
べ
き
点
も
亦
含
ん
で
い
る
。
先
づ
第
一
に
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
果
し

て
言
う
よ
う
に
有
効
に
作
用
す
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
点
で
お
り
、
第

二
に
比
較
静
態
理
論
で
あ
っ
て
動
態
分
析
に
欠
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。

第
三
に
、
ミ
ー
ド
に
隈
ら
ず
近
代
経
済
学
一
般
に
対
し
て
言
わ
れ
る
事
で

あ
る
が
、
歴
史
的
社
会
的
考
察
に
欠
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
為
替
切
下
げ
は
現
実
に
は
大
き
な
制
隈
を
受
げ
、
且
つ
賃
銀
の
可
廃

性
か
た
と
え
存
在
し
た
と
し
て
も
そ
の
下
落
に
よ
る
価
格
引
下
げ
は
新

な
る
間
題
を
生
じ
、
少
し
も
問
題
は
解
決
さ
れ
た
事
に
な
ら
な
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
、
叉
国
家
内
に
於
て
国
家
意
志
に
従
っ
て
所
得
が
分
■
配

さ
れ
る
如
く
、
超
国
家
的
意
志
に
よ
り
諸
国
家
が
経
済
協
力
を
す
る
可

能
性
は
、
・
・
ー
ド
が
期
待
す
る
程
大
き
く
は
な
く
、
彼
が
挙
げ
て
い
る
貸

与
協
定
や
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
の
例
も
こ
れ
を
立
証
す
る
も
の
で
あ
る
と

は
言
難
い
。
第
一
の
疑
義
は
更
に
深
く
分
析
す
る
必
婆
が
あ
る
が
、
紙

面
の
都
合
上
紹
介
に
止
め
そ
れ
は
後
日
に
譲
り
た
い
。


